
25.大津市滋賀里

大通寺古墳群調査概要(1)

位置図

古墳群の位置

大通考古境群li、大路市滋賀里二丁目より字家旬、

大谷にかItて存在する古墳時代後期の群集境である。

大波市北郊の緒丘陵南斜加には、ことごとく群集墳が

築造されている。南より縞王チ古墳1洋、他の内古境群、

百穴市役稗君事があリ、大通王寺古墳群i主、古墳地帯?の中

央$百穴、大谷両古墳群にはさまれて存在している糠

尚 170蜘前後、琵琶湖よりの比高 100帆足らずの高所

に築造されている。

古墳群の構成

大通考古没者手1立、その中心部が疏水工事、琵琶湖の

漣停工事等で石毛右材が械かれ、また40-50年来の竹

絞巡成のため、 18地表面は辛子しく削平をうけ、大多数

の古境がすでに破壊消滅していた。古横目下の上端 ・下

端のみがようやく破綴をまぬがれておリ、現在:.Jil産iWて・

きる古墳数は20数J，~である . その後m:から復元すれば

50数誌を上回る若手集積であったと考えられる。

第 1号古墳の調査

位置 第 l~・古墳は、大迫寺古紙縛中高位に位低し、
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東方に第 3号古墳が手t::aしている.今回発掘調査の対

象となった古墳中もっとも上位にある。

検丘 鯛1t以前の噴丘l立、抜石 ・向IJ土等で著しく破

壊され、境丘らしきものは会〈認められず、巨石が散

乱する状況であった。発揚F拘禁の結袋、地山層以下ま

でに削土が及び、境丘磁土はまったく残存せず、当古

墳の規線を明らかにすることは出来なかった。地給、

王E石等の外部施設はなかったものと考-えられる。

石室 本古墳の内部主体t立、散乱する巨石や被鍛坑

寄与:より、第 3号、第 5-1号古墳と同様、横穴式抗議と考

えられた.前記の如〈、地山以下に及..l{削土のため宥

~もまた全壊しており、現殺はその形骸をとどめるの

みであリ、右援の精進規模等{ま不明である。

遺物 1tl号古墳にかかる泌物li、まったくこれを

認めることが出来なかった。

小結 釘11号古噴は全壊しており、その平liii形すら

織総できなかったが、村人の穏や巨石の散乱状態から

二ニに古績が平1=.f'Eしたことは附iSいないものとなった.

第 2号古墓の調査

位置 第 2-1予古若返は、第3号古墳北t，l:t丘上に位位し

ており、東西に走る民主f~の北側斜面tニ械築されている。

閥査前の状況 制3昼前、当古纂/;1:、竹厳進成に官接

影響されていない為、比較的!日焼をとどめてお 1)、径

8明前後の封土状たかまりが認められ、また有が露出

散活しして 1))らの古墳の存従を泡!像させた。

遺構 第3号古墳の積上を鐙形盛土した石積二丞415

2監が存在することが判明した。この法纏は→Eの長さ

第 2号古基



.耐2.75園、市北2.55・、内側束尚1.85園、南北1.75

闘とほぼ正方形に近い.各辺はそIIぞれ京商南北に面

しておリ、四隅には比較的大さいおを用いている.

AIj~・11現.(t:外側 i 段、内側2f立が枝子Lし、高さ700<0

をはかる.).必湿内をm査したがム1広場の遺情11倹出で

きなかョt.:..
it物 .~2 省&カ:ら出土したJI物11 、必壇石組の間

から、 ~r明皿と 4与えられる地賞式?Jの絢片が多数出土

している.

小織 m2.Jj・古&1草、古績時代以降iニ古演の一部を

官官擁 して情築されたものと考えられ、その時鰍につい

ては沼町時代以"と総定された

第 3号古墳の聞査

位置 郷3り"，1jtJl I ;l; 、今11I1 ~.f.ltI WlH慢の対象となった

8境'11、も っとも，(1iいi¥Zl濯にあり、北総に1.1.後i!tの法

f.I ( 場~ 2 ~.:-遺機)がm怨されている.

積丘 湖袋詰1J、境丘t卓球術筏15四. 1何北径17輔、高

さ14同の"f'.!.1形の同形績とぢえられI・ 墳頂僚は倒

取さtlて、大:'1、の敏4踊筑があ 1)、行事4が散乱して相当

の破11を受けていた.lAltの給来、 i"頃fi:陶t孟土取。

のため大島〈厳織されているが‘ 1製冗径20皿、高さ5.

3・の円形績と推定できる.なお境丘ヒにI;HHi・-

鎗".!1の1itfl1f1Z，められなかった.

石倉 本宙績の内僚主体である償穴式石後1;1;、南に

開口するiIfIj納式の例にならうものである.行f認のm侠

t主、攻作:~1.t 7.3岡、 3五宅長 4.1m、玄抑制 5.1問、

右納制1.45問、 JI納輔 21摘、後追柑1.25-、t玄完u可
2 圃であるが、全a . j\'!jさとも後に彼績をう It18~込を

とどめていな、、復元すIll~全録10剛、向さ 4.5 ・と

考えられる.

お訟の4L由形11.I)1f速の釦〈、備に仏・いうえに然;n

が侠〈、そのため袖悩が大きくなって必リ、また波道

の主紬が~・(.fのそれと%なり、時i々取にそれている等、

非常・に特4・4な形態tjf，している また干iHも、人さい

お宅にもかかわら寸、 i並に小されのイf を多JlHIIt~長し、

InJ ' r'，明~ITiながら郷15 サ~境と IIJJ らかな対比をぶして

いる.しかし初IJl目、 IItIJ，C.t'!i;のれの川犠Jjj;JHHi]‘のも

のであり、大ifli~められない.

~ 3 c;ト1'1織のR.JI'干;匁仰の弘法i主、いまだ断定でき

ないが.他のnt例から紘燃すltl!、11¥6 :(j [l;から大き

い石を111い、四万から持ち送リ、夫JI:-.'{jまでドーム

型に築造した Lのであろうと与えらtlる.

床面のレベル』卓、奥虫館が伝子低〈、娘..a人口商事が

"3-1事古司直
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第 3号古域出土の蜜と著書台

高〈、その授は 2.5酬をはかる。;rifi侵入口古都{立小布で

附型軽さ11.、石.案内と外界とを遮断する施設一一羨道関

空繁一ーが認められた。排水械設は認められなか った。

遺物 石毛5内1;1:比較的保存状況が良好であ ったが、

石材が床前に至るまで務ちこんでいたため、相当多数

の遺物が破片となリ飛散し :l~七している。

イ..，-~程イ干~Iï宅部より j不身 7点、派議 3 点、殺のあるíl'~

J;:.{¥2点、応用¥l点、悦狐 1点、合イ寸蛮1点、 .ニしさの

把手 1 .0.'1.、 ftイ寸;{.ï凝蛍 l 点、王宮 1 点の~lJι総鎖、また

ゴ二811l'ftのrlt2点.

11寄付''.k:部の奥監望者子りからJ;:.{¥身2点、:t.I'.l.i4 ..... ~ (内、
つまみのあるもの 2点)。

石室J.r:l処R望者チリから怖の儲金J;~2点、僚の飾金以10

数点、手干終数点、釘3.. 丘、鋭級数点

石室の巾央官官からは、つまみ付き郎被l点、-fiil!t¥i置
術リに~'fJ l1¥ 2点、つまみ{すき議 l点が111-1:，J.r:lllq¥笠よ

りm途不Ilfj鉄製品10数点。

淡泊付近よリ、 子持ち台イ寸髭 1点、蛮 1点、つまみ

{すき係室長3.... ~、主主イサtfJ係 1 点、かまどとこしき 、 そ il

にかまどの犯手1点が:.l:l土した。

小結 本内境/;1:、積良の玄手長を有する特主主なもので

あるとJl<に、初H~，fi，として特に巡られた:袋飾付きの土

総等、今まで発1o例の少ない巡物を出土している。

築造年代{立、巡物等から 6世紀中総 550-560年代

第 3号古横出土のかま どセット

と考えられ、 i且~~jÞlllij/;J:比較的鋭〈、 一世代25-30年

間と考えられ、 7也・紀に/:t下らないであろ う.

第 4号古墳の調査

位置 第4号古墳は、大通寺合.lJUIfr!'の小位に位i流

し、西nにあるお 5号占段と40岡高!HLて存証している。

境丘 淵ぜH)iJ、t;t丘t:t金〈認められず、 j1!に 1jlllO 

-13'"の被持ilJ;えが穿たれていた。発椴翻ヨをの結果、被

技1¥坑底部lまj也UJJ将以下にまで及び、.t.!t丘雌よ1;J:{i復認で

きず、わずかに裾苦1>に椛土状の土が認められたが、流

出土の可能性もあり断定できないo f.!'t丘上には地倫、

持石等の外部総選tはなか ったものと考えられた。

石~ ~古.tJtの内部主体は、被!k~坑内に散乱する区

1i等で、 m3号 .~15号 ・ 第 6 号t有地等と I白l様、徽穴
式石lをと与・えられた。.lt!!.山以下にJ1I...i.r削ょのt昔、石室

は金唆しており、現在、平7組の一部らしきむのも認め

られるが定かで?な〈、石室の処娘、機i立を長nることは

できなかった。

遺物 散乱した石材~Il よ I) 、:<þ:古!Jl営造にかかる須

Jι総統L身J十が出よし、{也に幻JS様、よ自市総)~-多数が出

土しているが、 Isf立訟をとどめるむのは会〈発見でき

なかった。

小総 本古墳の築造時JtJjI主、前記の叙Jぷ務 よれ 6

世紀末と考・えられた。
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第 5号古墳の調査

位置 第5号古境l立、本古墳群ゅの中位に位置し、

南西に第 6 -1予古墳、 ~tに第 3 号古境と隣接して築造さ

れている.

墳丘 調査問、墳丘は竹鮫造成のために会〈平総に

削られ、噴1iらしきものは残存せず、わずかに石祭主

軸方向に悩 5情、高さ 2m穏の小山状を呈する土塊が

認められたのみであった。調読め結来、石室は全長11

.5明、iI'liさ 2.8柄、復元潟 3.8mを知ることができ、

これより 18規を推定すれば、おそらく tJt丘後.20問、墳

iui5怖を下らない円形績と考えられる。墳丘には埴輪、

王手右等の外部施設はなかっ‘たものと忽われる。

石室E 本古墳の内部主体である徽穴式布袋l主、東織

に開口し、前.袖式の例jになろうものである。石室規艇

は、税存会長11.5明、玄室長 4.1m、玄集幅3.35柄、

布袖脇 0.6晴、友1Ih.hll.15m 、後遺蹴1.7柄、1:~j!'1i

2.8怖をはかる.右室iま、1:設の上部2段および天井

石、言突進部の天井石を失うのみで、保存状況は良好で

あり、復元玄袋高 3.8酬と推定できる。1i箆朗材t立、

花側岩を肉然石のまま使用している.

玄室li、現Æ呉監 2段、側~3段が残存しておリ、

最も下段の石からわずかな持ち送リ l孟認められるが、

3段目より巨石を税み極端なドーム型に持ち送っ

ている. そのようにして天井石は一石で架械された

ものであろう 。 袖織は、左右ともに巨石を~椴みにし、

一石で榊築している。線道部{ま、玄室に比べ小石を積

上げており、玄室に近付くにつfl持ち送。の技法でm
Z起している.

床商のレベル{止、1:案内はほぼ問ーであるが、苦笑道

部1;1:次第に下がり、その差は 0.7mと大きい.これは

急傾斜の池山の影響をうけたものであろう。亥室内お

よひ判部付近iニ敷石が施され、約200岡大の小石が磁を

盟主えて床ー爾に数かれている。特別大きい 2枚の石{ま

給台としての機能を持っていたものと考えられる。

漬物 本古境は、平安末期の土器が出土するように、

早くから開口滋婦をうけ、大部分の造物が告発道官事より

一括、かつ破片となり簡を遊離して検出された。ょう

やく、側壁の影にあった係績が6点、ほぽ18位慣をと

どめて完形で出土した.右納部よ 1):係室長1点、撲選音IS

よリ係身 2点、保護3点が検出された.

他に、玄室内より、トンボ玉と呼ばれる trラス玉2

点、地質土器量片が、また狭道部より総台 l点、登2点、

係議 ・ 2不~各 4 点、事英語E用かまどの*<<1片が出土してい

る。

また、凝灰岩片が納部付近より苦笑門にかけて多数出

土しており、復元凝令すれば総合せ式お総 l倒休を示

し、長さ1.83問、幅 1.0m、高さ 0.82明、肉親愛1.

73m、総71側、高さ56酬のものと考えられる。

小総 本古墳は、正方形プラン ・ドーム型持ち送リ

の石室、然舵用のかまど等、大沈下制ヒ首都古墳の特色の

すべてを持つ上tこ、行総の出土をみている。大i'lt市近

郊における話絡の出土l孟、際リの百穴古.l'Jt群.~24-1予
古墳を知るのみである.

本古墳の築造年代{立、倹出した遺物および石義の波

線等よリ、 6iJ1:紀後半 570-580年代、迫葬下|町立、

7世紀初頭 620-630年と推定された.

(次号に絞り

第 5号古墳
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